定期的な内視鏡検診(胃・大腸)はいかがですか！
～ 今年度は65歳以上の方は胃がん検診が無料です ～
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内視鏡検査(胃・大腸)のご案内
　　　　　　　　　　　～内視鏡専門医が実施します～
　　　　　　　　 ～横浜市がん検診 実施医療機関～

《定期的に内視鏡検査を受けてがんを早期発見しませんか！》
日本人の死亡原因として多い胃がんや大腸がんの早期発見に有効なのが内視鏡検査です。医師が体の中をリアルタイムに観察することができるため、微小ながんやわずかな病変も発見しやすくなります。早期であれば十分完治する可能性が高くなります。特に大腸がんは自覚症状に気付きにくいという特徴があり、症状が出てから病院を受診したときにはすでに症状が進行していたという場合もあります。進行してしまった場合は大きな手術が必要になり、日常生活にも影響することから、定期的に内視鏡検査を受けて、がんから命を守りましょう。

《当院の内視鏡検査6つの特長》
➤ 内視鏡専門医が検査を行い、結果のご説明も当日行います
経験豊富な “内視鏡専門医” が安心・安全な検査を行います。
検査当日に医師から結果の説明を聞くことができます。
➤ 苦痛の少ない検査
鎮静剤を使い眠ったような状態で受けられます。
➤ 当日の胃内視鏡検査
予約状況や食事の条件が合う場合、アニサキスなどの緊急を要する場合、当日の検査を行うことができます。
➤ 胃カメラ・大腸カメラの同日実施
胃と大腸の内視鏡検査を同じ日にまとめて受けることができます。 鎮静剤を使用す
る場合も一度で済むため、身体的負担や通院回数を減らせます。お忙しい方や一度で
検査を済ませたい方におすすめです。
➤ 土曜日の内視鏡検査
土曜日も胃・大腸内視鏡検査を行いますので、平日お忙しい方も検査できます。
➤ 大腸ポリープの日帰り切除
大腸内視鏡検査時にポリープが見つかった場合、その場で切除いたします。
《内視鏡検査を受けた方がいい人の特徴》
➤ 胃 内視鏡検査を検討すべき主な症状
・みぞおちの痛み ・食欲不振     ・胸やけ    ・酸っぱいものがこみあげてくる
・胸のつかえ     ・げっぷが多い
※また、症状がなくても次のような方は胃内視鏡検査をおすすめします。
・血縁者が胃がんにかかったことがある　　・同居の家族がピロリ菌陽性だった
・胃バリウム検査で異常が見られた
➤ 大腸 内視鏡検査を検討すべき主な症状
・便通に便秘や下痢の異常がある。　・便が黒い、赤い血が混じっている。
・血縁者が大腸がんにかかったことがある
・大腸ポリープが見つかったことがある
・40歳以上

《内視鏡検査でよくある質問》
Q1：内視鏡検査を受けるべき年齢や頻度は？
A1：（胃内視鏡検査の場合）
…50歳以上は2年に1回、ピロリ菌感染や高度胃炎を指摘された場合は、毎年
の検査をお勧めいたします。
(大腸内視鏡検査の場合）
…40歳以上は一度検査をお勧めいたします。ポリープなどが無ければ2年から3年に1回、ポリープがあれば1年から2年に1回の検査をお勧めします。
Q2：内視鏡検査はどのくらい時間がかかる？
A2：（胃内視鏡検査の場合）
…20分から30分です。
そのうち、体内にカメラか入っている時間は5分から10分ほどです。
(大腸内視鏡検査の場合)
…30分から40分です。
そのうち、体内にカメラが入っている時間は20分ほどです。
どちらの検査も、鎮静剤注射を使用した場合は、院内で1時間ほど休憩後に
ご帰宅となります。検査後にゆっくり休む時間も考慮してスケジュールを
ご検討ください。
Q3：内視鏡検査は痛い？
A3：内視鏡が体内に進入すると胃壁や腸壁に圧力がかかり、痛みを感じることもあり
　　ます。ただし、炎症がなければ痛みを感じることは少なく、痛みの程度も軽度から
　　中等度ほどです。
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